
学力向上に向けて
～令和７年度全国学力・学習状況調査より～

１ 調査の目的

市 川 市 教 育 委 員 会
学 校 教 育 部 指 導 課
令和７年１０月２２日

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学
校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

①児童生徒に対する調査
ア 教科に関する調査

     〔小学校：国、算、理 中学校：国、数、理〕
出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項

イ 質問調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査

②学校に対する質問調査
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の

   状況等に関する質問紙調査

３ 調査を実施した学校・児童生徒数（調査日：令和７年４月１８日）

※塩浜学園（前期課程・後期課程）を含む

２ 調査の内容

対象学校数  学校数（実施率） 児童生徒数

小学校 ３９校※ ３９校（１００％） ３，３３４人

中学校 １６校※ １６校（１００％） ２，７９８人

４ 市川市としての分析・解釈の方向性

○平均正答率のみに捕らわれることなく、箱ひげ図などにより多面的に分析・解釈

○児童生徒質問及び学校質問は、学力との間に一定の関係（※）がみられる項目を抜粋
し、分析・解釈 (※)相関係数の絶対値が０．２以上であることを目安

○千葉県のデータは、千葉市を含む
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５ 小学校【国語】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

小学校 国語 市川市 千葉県 全国

国語の勉強は得意ですか ６０．４ ６０．５ ６１．４

国語の授業の内容はよく分かりますか ８１．０ ８２．１ ８２．８

・全体としては、全国平均を上回る結果となりました。
・正答数の分布は、県や全国と比較して、下位層が少
ない結果となりました。

・「話すこと・聞くこと」 「読むこと」や、「情報の扱い方
に関する事項」「我が国の言語文化に関する事項」
の領域では、 全国平均を上回りました。

・「書くこと」や「言葉の特徴や使い方に関する事項」
の領域及び短答式、記述式の問題は、全国平均を若
干下回りました。

「国語が得意だ」「授業の内容がよくわかる」について肯定的な回答をした市川市の児童の割合が、
全国及び県平均を下回りました。わかりやすい授業づくりに加え、言葉による見方・考え方を働かせ、学
びを実感できる、主体的・対話的で深い学びの実現を目指すことが大切です。

市川市 千葉県 全国

６８ ６６ ６６．８

【平均正答率】

【正答数の分布】

【児童質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

小学校 国語 市川市 千葉県 全国
国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわしく書いたりするなど、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して文章を書いていますか

７８．４ ８０．０ ８１．８

国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び
付けるなどして必要な情報を見付けていますか

７５．９ ７７．４ ７９．１

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全
国は小数第1位まで、千葉県及び市川市は小数点
以下を四捨五入した結果を示しています。

文章を書く際にも、読む際にも、その目的や意図を明確にすることが重要です。目的を明確にすること
で、「自分の考えを伝えるためにはどこを詳しく書けばよいのか」、「どんな情報を見付ければよいのか」
がはっきりしてきます。子どもたちに学習の目的やゴールを提示し、何のための学習なのかを子どもたち
に意識させることが大切です。

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

国語 ⑴ 言葉の特徴
や使い方に関す
る事項

⑵ 情報の扱い方
に関する事項

⑶ 我が国の言
語文化に関する
事項

Ａ 話すこと・聞
くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

選択式

短答式

記述式
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６ 小学校【算数】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

・全体としては、全国平均を上回る結果となりまし
た。

・正答数の分布は、県や全国と比較して下位層が
少なく、上位層は全国と同等、県より多い結果と
なりました。

・「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「デー
タの活用」の５領域で、全国平均を上回りました。

・記述式、短答式、選択式の問題全てで、全国平
均を上回りました。

【平均正答率】

【正答数の分布】

小学校 算数 市川市 千葉県 全国

算数の勉強は好きですか ５５．０ ５４．７ ５７．９

算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか ８１．５ ８１．８ ８３．３

市川市では、「算数が好きだ」について肯定的な回答をした児童の割合は５割ほどで、全国平均を下回
りました。課題を自分で考え「分かった」「できた」という喜びを感じる経験を重ねることで、算数が好きにな
り、新たな課題に取り組む意欲につながっていきます。

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

市川市 千葉県 全国
６１ ５８ ５８．０

小学校 算数 市川市 千葉県 全国
算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行ってい
ますか

６２．２ ６１．９ ６５．５

小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようとしていますか ７８．４ ７８．７ ８０．６

「どのように考えたか説明する活動をよく行っている」「小数や分数の計算は工夫して計算しようとしてい
る」について肯定的な回答をした市川市の児童の割合は全国平均を下回りました。説明する活動では、図、
式、言葉を使って説明する場面を設定することが大切です。相手に分かりやすく伝えることは思考力や表現力
を高めるためにも重要です。また、工夫して計算することで、計算が簡単になったり間違いが少なくなったりす
るよさに気付かせることが大切です。

【児童質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

算数

Ａ 数と計算

Ｂ 図形

Ｃ 測定

Ｃ 変化と
関係

Ｄ データ
の活用

選択式

短答式

記述式
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７ 小学校【理科】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

小学校 理科 市川市 千葉県 全国

理科の授業の内容はよく分かりますか ８８．１ ９０．２ ８８．９

理科の勉強は得意ですか ７７．１ ８１．２ ７８．４

・平均正答率は全国平均を上回る結果となりまし
た。

・正答数の分布は、県や全国と比較して、点数が高
い値に集中しています。

・「エネルギー」「粒子」 「地球」の３領域で、全国
平均を上回りました。

・「生命」 の領域で全国平均を下回りました。
・選択式の問題で、全国平均を上回りました。
・短答式、記述式の問題で、全国平均を下回りまし
た。

【平均正答率】

【正答数の分布】

市川市 千葉県 全国
５８ ５７ ５７．１

小学校 理科 市川市 千葉県 全国

理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 90.7 ９２．１ ９２．４
理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるのか、自分で予想（仮説）を考え
ていますか

８３．４ ８５．６ ８５．７

理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えていますか ８６．４ ８８．１ ８８．４

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

「理科の授業の内容はよく分かりますか」、 「理科の勉強は得意ですか」という質問に対して肯定的な
回答をした児童の割合は、どちらも全国及び県の平均を若干下回る結果となりました。新しく学んだことを
知識として身に付けるためには、身近な現象や児童がすでに知っていることと結びつけることが大切です。

理科の授業の進め方に関する上記３つの質問で、全国及び県の平均を下回りました。観察や実験を行
う際は、自分で予想や仮説を考えることや、観察や実験の結果からどのようなことが分かったのかを考え
ることが必要です。

【児童質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

理科
A 「エネル
ギー」を柱と
する領域

A 「粒子」を柱
とする領域

B 「生命」を柱
とする領域

B 「地球」を柱
とする領域

選択式

短答式

記述式
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８ 中学校【国語】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 国語 市川市 千葉県 全国
国語の勉強は得意ですか ４７．０ ４８．９ ５１．４
国語の授業の内容はよく分かりますか ７２．７ ７５．８ ７７．０

・全体としては、全国平均と同等の結果となりまし
た。

・正答数の分布は、全体のばらつきが県や全国と
同等の結果となりました。

・「書くこと」「読むこと」や「言葉の特徴や使い方
に関する事項」の領域では、全国平均を上回り
ました。

・「話すこと・聞くこと」の領域及び記述式の問題は
全国平均を若干下回りました。

国語が「得意だ」「よく分かる」について肯定的な回答をした市川市の生徒の割合が全国平均を5ポ
イント近く下回りました。生徒が必要感をもつことができる言語活動を設定することや、評価の観点を具
体的に示し、観点に基づいた学習活動に対しての自己評価を行うことにより、学びの成果を実感させて
いくことが大切です。

【正答数の分布】

【平均正答率】
市川市 千葉県 全国

５５ ５４ ５４．３

中学校 国語 市川市 千葉県 全国
国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、どのような効果がある
のかについて、根拠を明確にして考えていますか ６９．７ ７２．６ ７４．０
国語の授業で、文章を書いた後に、読み手の立場に立って読み直し、語句の
選び方や使い方、文や段落の長さ、語順などが適切かどうかを確かめて文章
を整えていますか

６９．６ ７２．５ ７３．６

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることや、読み手の立場に立って、語句の用法、叙
述の仕方などを確かめて、文章を整えることの意義を生徒が実感できるようにすることが大切です。その
ためには、学習指導要領に示されている言語活動例を参考にして、「付けたい力」を付けるのにふさわし
い言語活動を単元全体を通して設定することが必要になります。

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

国語
⑴ 言葉の特
徴や使い方に
関する事項

Ａ 話すこと・
聞くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

選択式

短答式

記述式
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９ 中学校【数学】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 数学 市川市 千葉県 全国

数学の授業の内容はよく分かりますか ６８．２ ６９．７ ７０．３
数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考
えますか ７２．４ ７６．６ ７６．２

・全体としては、全国平均を上回る結果となりました。
・正答数の分布は、全体のばらつきが県や全国と同
等の結果となりました。

・「数と式」「図形」「関数」の３領域で全国平均を上
回りましたが、「データの活用」の領域は全国平均を
若干下回りました。

・記述式、短答式、選択式の問題全てで、全国平均を
上回りました。

「授業の内容がよく分かる」「解き方が分からないときは、あきらめずに考える」について肯定的な回
答をした市川市の生徒の割合は、全国や県平均を下回りました。身近な事象を授業に取り入れつつ、
「分かる」から「解ける」といった成功体験を増やすことが、理解を深めることや数学の有用性に気付く
ことへつながっていきます。

【平均正答率】

【正答数の分布】

市川市 千葉県 全国
４９ ４７ ４８．３

中学校 数学 市川市 千葉県 全国
数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていま
すか ５１．４ ５７．０ ５８．６

文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解するこ
とができますか ６６．２ ６７．４ ６７．１

※平均正答率は、文部科学省の発表に基づき、全国は小数第1
位まで、千葉県及び市川市は小数点以下を四捨五入した結果
を示しています。

「説明する活動をよく行っている」「説明や証明を読んで、かかれていることを理解できる」について
肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は、全国や県平均を下回りました。特に説明する活動におい
ては、全国平均から７．２ポイント低い結果となりました。他者に自分の言葉で説明することは、自身の
理解を深めることにもつながるため、大切な活動です。

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

数学

Ａ 数と式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ データ
の活用

選択式

短答式

記述式
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１０ 中学校【理科】に関する調査結果 ※各レーダーの数値は、全国の平均正答率を１００とした場合の相対値です。

中学校 理科 市川市 千葉県 全国
理科の授業の内容はよく分かりますか ６５．９ ７０．９ ７１．４
理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか ５７．４ ６２．８ ６３．４

【正答数分布グラフ】
IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド 縦軸：割合）

【IRTスコア】
市川市 千葉県 全国
４９２ ４９６ ５０３

市川市

中学校 理科 市川市 千葉県 全国

理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用できていますか ４５．９ ５１．０ ５０．７
自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見
いだしたりしていますか ５１．０ ５６．４ ５６．２

「理科の授業の内容はよく分かりますか」という質問に対して肯定的な回答をした市川市の生徒の割合
は、全国及び県平均に比べ、低い結果となりました。また、「理科の授業で学習したことは、将来、社会に出
たときに役に立つと思いますか」という質問に対して肯定的な回答をした市川市の生徒の割合は６割を下
回り、全国及び県平均に比べ低い結果となりました。これらの結果から、実験や観察して得られた結果に
ついて、考察を丁寧に行いながらまとめを導き出す場を設定し、知識を着実に身に付けていくことが必要
であると考えられます。

「理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用できていますか」の質問に対して肯定的な回
答をした市川市の生徒の割合は５割ほどで、全国及び県平均を下回りました。また、「自然の中や日常生活、
理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりしていますか」の質問に対して肯定
的な回答をした市川市の生徒の割合は５割を超えたものの、全国及び県平均に比べ、低い結果となりまし
た。これらの結果から、授業で学んだことを普段の生活と結びつけて考えるよう意識することが大切である
と思われます。また、授業では、自然の事象や現象に対して疑問をもったり、問題を見いだすことができるよ
うな場を設定していくことが重要です。

・平均正答率は全国平均を下回る結果とな
りました。

・「エネルギー」「粒子」 「生命」「地球」の全
ての領域で、全国平均を下回りました。

・選択式の問題で、全国平均を上回りました。
・短答式、記述式の問題で、全国平均を下回
りました。

【生徒質問調査】
＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

＜授業の進め方等＞ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市(公立) 県(公立) 全国(公立)

理科

「エネルギー」
を柱とする領域

「粒子」を柱と
する領域

「生命」を柱と
する領域

「地球」を柱と
する領域

選択式

短答式

記述式
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（１）調査の目的

令和３年9月13日
１１ 児童生徒質問調査の主な結果について

市川市 全国

あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか
（雑誌、新聞、教科書は除く）１０１冊以上

３６．５ ３０．９

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼン
テーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか

７９．６ ７６．７

市川市 全国

読書は好きですか ６９．４ ６９．７

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、
コメントを書くなど）ことができると思いますか

８１．２ ８１．８

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する
（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いま
すか

６４．７ ６９．３

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用すること
について、次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。
（２）分からないことがあった時に、すぐ調べることができる

８７．０ ８９．２

５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいましたか

７６．９ ８０．３

【小学校】

市川市では、家庭の蔵書数が全国平均より多いという結果となりましたが、「読書が
好き」と回答した児童の割合は全国平均を下回りました。感性を磨き、表現力を高める
ために、読書活動の充実は欠かせません。

ICTを活用した学習状況に関わる質問においては、「プレゼンテーションを作成する
こと」について、市川市では肯定的な回答をした児童の割合は全国平均より高い結果
となりました。一方、 「文章を作成したり、情報を整理したり、調べたりすること」、「分か
らないことがあったときに、すぐに調べること」、「情報を整理すること」については、全国
平均を下回りました。主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善のためにも、
ICT機器を活用していくことが大切です。 そのために、普段の授業の中で考えを共有
したり、調べたりする活動等を取り入れ、文房具のようにタブレットに触れる機会を多く
設けていく必要があると考えます。

また、市川市では、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関わる質問
において、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだか」について肯定
的な回答をした児童の割合が、全国平均を下回りました。「自分で考えてできた」という
経験は、自信や意欲につながります。授業改善をさらに進め、問題解決型の学習を充
実させていく必要があると考えます。

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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（１）調査の目的

令和３年9月13日

市川市 全国

あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか
（一般の雑誌、新聞、教科書は除く） １０１冊以上

２９．３ ２７．２

市川市 全国

読書は好きですか ６０．６ ６１．６

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、
コメントを書くなど）ことができると思いますか

７８．７ ８３．６

（あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼン
テーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか)

７５．７ ７６．６

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分
の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表
していましたか

５６．１ ６３．０

１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいましたか

７２．０ ７７．７

１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしなが
ら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

６２．４ ７０．６

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次
の学習につなげることができていますか

６４．９ ７３．４

【中学校】

市川市では、小学校と同様に、中学校でも家庭の蔵書数が全国平均より多い結
果となりましたが、「読書が好き」と回答した生徒の割合は全国平均を下回りました。

ICTを活用した学習状況に関わる質問においては、「文章を作成したり、情報を
整理したり、調べたりすること」、「プレゼンテーション資料を作成すること」について、
市川市では肯定的な回答ををした生徒の割合が、全国平均を下回りました。前者
については、小学校質問調査でも同様の傾向が見られたため、小学校・中学校共
通の課題であると考えられます。

また、市川市では、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関わる
質問において、「自分の考えが伝わるよう、工夫して発表すること」、「課題の解決に
向けて、自分で考えること」、「学んだことを生かしながら考えをまとめること」、「学
習内容を見直し、次の学習につなげること」について肯定的な回答をした生徒の割
合が、全国平均を下回りました。何を理解して、何が理解できなかったのかを学習
の終わりに振り返ることは、学習の定着を図る上で不可欠であるとともに、次の学
習への動機づけや見通しをもつことにつながります。授業における振り返りの場面
の設定は重要であると考えます。

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)
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（１）調査の目的

令和３年9月13日
１２ 学校質問調査の主な結果について

市川市 全国

調査対象学年の児童は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができ
ていると思いますか

８２．１ ８０．４

市川市 全国

調査対象学年の児童は、熱意をもって勉強していると思いますか ８７．２ ９０．３

調査対象学年の児童は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思
いますか

７９．４ ８５．９

調査対象学年の児童は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組むことができていると思いますか

８２．１ ８９．３

【小学校】

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市川市は、生徒指導等に関わる質問において、「熱意をもって勉強している」、
「授業中の私語が少なく落ち着いている」について肯定的な回答をした小学校
の割合が、全国より低い結果となっています。これらの結果から、学習の取組にお
いては、学習目標の明確化と達成可能性などを示し、学ぶことの意義や楽しさを
感じられるようにすることが必要であると考えます。

また、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況で
は、市川市は、「自分の考えを発言発表すること」については、肯定的な回答をし
た小学校の割合が全国より高い結果となった一方、「課題解決に向けて自分で
考えられること」については肯定的な回答をした小学校の割合は低い結果となり
ました。主体的な学びや対話的な学びに向けた授業改善は進んでいますが、そこ
で身に付けるべき資質・能力が身に付いていないと判断した結果と考えられます。

一層の授業改善とともに、授業によって付けたい力を明確にし、児童に伝えて
いく必要があると思われます。
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（１）調査の目的

令和３年9月13日

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が低かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市川市 全国

調査対象学年の生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思
いますか

９３．８ ９２．０

市川市 全国

調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか ６８．８ ８６．５

調査対象学年の生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組むことができていると思いますか

７５．１ ８８．２

調査対象学年の生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができ
ていると思いますか

６８．８ ８２．８

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自
分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

７５．１ ９０．８

調査対象学年の生徒は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考え
を大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組めていると思
いますか

８７．６ ９５．１

【中学校】

全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が高かった質問 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合（％)

市川市は、生徒指導等に関わる質問において、「私語が少なく落ち着いてい
る」について肯定的な回答をした中学校の割合は、全国に比べ高い結果でした
が、「熱意をもって勉強している」については低い結果となりました。生徒自身が
学習をする目的や意義を理解できるように教育課程全体で伝えていく必要があ
ります。

また、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
では、「課題解決に向けて自分で考えられること」、「自分の考えを発言発表する
こと」、「自分の考えをしっかりと伝えられること」、「お互いに協力しながら課題
解決すること」について肯定的な回答をした中学校の割合は、全国より低い結
果となっています。主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善は進めら
れていますが、授業者が生徒に付けたい力をさらに明確に生徒に示していくとと
もに、生徒自身がどのような学び方をしているか意識し、学び方を身に付けてい
く必要があります。
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１３ 学力向上に向けた取組について

市川市教育委員会では、以下の取組を通し、学力向上を推進します。

◆ICT活用の促進
学習におけるICT活用の日常化を進めるとともに、学習の基盤

となる資質・能力である情報活用能力を教科横断的な視点で育
みます。

また、情報モラル教育を推進し、情報技術を適切かつ効果的に
活用する力、情報社会に主体的に参画しようとする態度を育みま
す。

◆「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
基礎的・基本的な内容を確実に習得できるよう、個に応じた学

びを実現させるために、指導方法の改善と学習環境の整備に取り
組みます。また、主体的・対話的で深い学びを通した授業改善を図
り、身に付けた知識や技能を学習や生活に活用していく力を高める
ための問題解決型の学習を充実させます。

◆読書活動の充実
感性を豊かにし、想像力を高められるよう、家庭や地域と連携し

て読書活動を推進し、読書環境の整備を進めます。
図書資料を活用した多様な読書活動、学習活動を通して、生涯

にわたって、読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を確立していきます。

◆共感的な人間関係の育成
生徒指導の充実を図ることにより、児童生徒一人一人が尊重さ

れ、安全かつ安心して教育を受けたり、生活したりする中で、よりよ
い人間関係を育みます。
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学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと
【言葉の特徴や使い方に関する事項】

【課題改善のポイント】
同じ読み方をする「熱」、「厚」と解答している児童が見られたことから、同音異義語に

注意して書くことに課題があると考えられます。書く目的や意図に応じて自分の思いや考
えを伝えるためにも適切に漢字を使い分ける力が身に付くようにすることが大切です。

漢字を書くことについては、当該学年の前の学年に配当される漢字を書き、文や文章
で使おうとする習慣を身に付けるようにするとともに、当該学年に配当されている漢字を
漸次書き、文や文中で使うようにすることが重要です。特に今後は、ICT機器を使って文
章を書く機会が増えることも予想されます。そのため、辞書を活用し、言葉の意味を確認
するなどして、同音異義語から文章に合う漢字を選ぶ力を付けていくことも必要です。

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして、文章の構成を考えること 【書くこと】

【課題改善のポイント】
設問（１）の正答は「４」ですが、「１ 読んでほしい順序を明確にして、時間の流れに

沿って書いている」や「４ 読み手の目的に応じて読めるように、使い方の手順に沿って書
いている」と捉えている解答が多く見られました。いずれも、伝えたいことの中心を明確に
して、内容のまとまりごとに分けて書いていると捉えることができなかったと考えられます。

内容のまとまりで段落をつくるためには、書こうとしている材料の中から、中心に述べた
いことを絞ることが重要です。そうすることで、中心となる事柄や、それに関わる他の書き
たい事柄が明らかになります。文章を書く際にまずはそれぞれの児童が「何のためにその
文章を書きたいのか」という目的を明確に持つことが大切です。その上で、その目的を達
成するには、「何を書きたいのか」を整理し、書く内容の中心を決めることが重要です。

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 ６５.２   全国 ７２.1
〈無回答率〉 市川市 6.2    全国 4.3

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市 ６３.５   全国 ６５.５
〈無回答率〉    市川市 1.1 全国 0.8

【小学校国語】

１４ 課題が見られた主な設問
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【小学校算数】

分数の加法について、共通する
単位分数を見いだし、加数と被
加数が、共通する単位分数のい
くつ分かを数や言葉を用いて記
述すること

【課題改善のポイント】
分数の加法については、数の表し

方の仕組みや数を構成する単位に
着目して、共通する単位分数を見い
だすことで、既習の整数の加法に帰
着することが重要です。そのために、
同分母分数の加法では、「単位分数
のいくつ分」とみることで、整数の加
法に帰着して考えられると気付かせ
ることが大切です。そして、異分母分
数の場合には、そのままでは整数の
加法で考えることができないことに
気付かせ、その上で、通分することに
よって加数と被加数の共通する単位
分数を見いだし、整数の加法に帰着
できるか考察していきます。

数直線上の目盛りが表す数を分数で表すことで、分数の意味や表し方に
ついて理解を深めること

【課題改善のポイント】
課題が見られた設問では、数直線の０から２までが６等分されているため、単位分

数を1/6と捉えてしまった誤答が目立ちました。数直線を見るときは、０から１までが何
等分されているのかに着目して、単位分数を捉えます。その上で、他の目盛りが表す
分数を単位分数のいくつ分として考えることができるようにすることが大切です。

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市27.0 全国23.0
〈無回答率〉 市川市16.6 全国15.7

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市37.1 全国35.0
                    〈無回答率〉 市川市 9.2     全国 7.8

３

３
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【小学校理科】

【課題改善のポイント】
ここでは、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込み方の違いについて、「結果」

を基に考察し、その理由を表現できることが求められています。本設問にあるように、
「問題に対するまとめ」を導くには、「結果」を基に考察することが大切です。

観察、実験などの結果を基に、自分の考えを表現するためには、結果を整理し、具
体的な数値を基に、より妥当な考えをつくりだし、表現することが重要です。 その際、
表やグラフなどに整理することで、結果を比較したり、複数の結果から多面的に考え
たりしやすくなります。また、根拠となる結果を具体的な数値などを用いて表現するこ
とによって、より妥当な考えをつくりだすことにつながります。

赤玉土の粒の大きさによる水のし
み込み方の違いについて、結果を
基に結論を導いた理由を表現する
こと

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市58.3 全国60.5
〈無回答率〉 市川市 8.5 全国 8.5
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ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いていること

種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見
いだし、表現すること

【小学校理科】

【課題改善のポイント】
知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に理解することが大切です。そ

のため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連する用語をまとめたりし
ながら、知識が身に付くように意識することが重要です。

【課題改善のポイント】
自然の事物・現象を 比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表現するこ

とが大切です。そのため、事実を比較し、差異点や共通点を捉えることができるように
することが重要です。本設問では、例えば、「発芽するために必要な養分はどこからく
るのだろうか」という問題を見いだし、インゲンマメの種子が発芽した後の様子を観察
する活動が考えられます。また、発芽する前と後のインゲンマメの種子にヨウ素液をつ
け、 でんぷん反応を確認し、発芽した後の種子からはでんぷん反応がないことから、
「インゲンマメが成長するためには、肥料や日光が必要なのだろうか」という問題を見
いだすことが考えられます。

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市６６．８ 全国７０．７
〈無回答率〉 市川市 1.5   全国 1.5

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市２４．８ 全国２９．９
〈無回答率〉 市川市12.4    全国11.4
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【課題改善のポイント】
ここでは、水の温まり方について、予想を基に解決するための観察、実験の方法を発

想し、表現することが求められます。
本設問にあるように、問題に対するまとめを導きだす際、解決の方法が適切であった

かを検討することが大切です。そのため、予想したことを確かめる方法になっているかを
検討して改善することが重要です。発想した解決の方法がその通りできていたか考える
ことの重要性を意識することが大切です。 可能であれば、児童の実態に応じて複数回、
検討・改善を重ねながら実験に取り組むことができるとよいでしょう。

水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水
に関する知識を概念的に理解していること

【小学校理科】

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市４７．８ 全国５０．６
〈無回答率〉 市川市 7.4    全国 6.1
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自分の考えが伝わる文章になるように、
根拠を明確にして書くこと 【書くこと】

【中学校国語】

資料や機器を用い
て自分の考えが分
かりやすく伝わるよ
うに表現を工夫する
こと
【話すこと・聞くこと】

【課題改善のポイント】
【村田さんのスピーチ】と〈スライド⑤〉を結びつけて、スピーチのどの部分をより分か

りやすく伝えたいのかを明確にすることに課題が見られました。
伝えたい内容を適切に伝えるためには、話の内容を踏まえ、重点や根拠が明らかに

なっているか、説明が不足していないか、中心となる事柄が強調されているかなど、自分
の考えが聞き手に分かりやすく伝わっているかを確認することが大切です。また、そのた
めの効果的な資料や機器の使い方について検討することも重要です。例えば、話の内容
が十分に踏まえられていないスライドの改善案を検討する学習活動が考えられます。

【課題改善のポイント】
根拠を明確にするには、自分の考えが確かな

事実や事柄に基づいたものであるかを確かめ
ることが必要です。その上で、接続する語句や
指示する語句を用いるなどして、伝えたい事柄
とその根拠とを適切に結びつけたり、事実や事
柄を具体的に示したりして書くことが大切です。

そのために、提案や企画など、相手や目的を
明確にして自分の考えを簡潔にまとめて書く学
習が有効です。

〔記述式〕
〈平均正答率〉市川市 19.7 全国 23.2
〈無回答率〉 市川市 3.5   全国 4.0

〔記述式〕 〈平均正答率〉市川市 29.0 全国 30.1
〈無回答率〉 市川市 1.7  全国   1.6
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【課題改善のポイント】
資料の活用の領域では、日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上

げ、統計的に問題解決することが重要です。その際、問題を解決するために計画を立
て、必要なデータを収集して分析し、データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批
判的に考察し判断するという活動が大切です。この活動を通して、データの収集の仕
方や分析の方法は適切か、結論は妥当かなど、批判的に考察できるようにしていき
ます。

【中学校数学】

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市38.1 全国42.5
〈無回答率〉 市川市11.3   全国 9.2

具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を見いだし、表、式、グラ
フなどを活用して数学的に処理し、その特徴を捉えること

【課題改善のポイント】
関数について、表、式、グラフを関連付けて変化や対応の様子を捉える活動が重

要です。その際、日常生活や社会の事象における問題において、その事象から関数
の関係を見いだし、増加量や変化の割合を活用して解決できるように取り組むことが
大切です。この活動を通して、表、式、グラフから読み取れる情報を言語化し、理解を
深め、数学的に処理できるようにしていきます。

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市34.5 全国34.7
〈無回答率〉 市川市 7.9    全国 8.0

複数の集団のデータの分布の傾
向を比較して読み取り、判断の理
由を数学的な表現を用いて説明
すること
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【中学校理科】

【課題改善のポイント】
見通しをもって科学的に探究をするためには、疑問や見いだした問題から、解決

するための課題を設定することが大切です。また、生徒が自分の言葉で課題を表現
し、見通しをもって探究できるようにするために、「課題の把握」の段階で生徒が
疑問や問題を見いだしやすい自然の事物・現象を提示することが重要です。

身の回りの事象から生じた疑問や見
いだした問題を解決するための課題
を設定できること

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市42.0 全国46.2
〈無回答率〉 市川市10.0   全国 8.0

１

【課題改善のポイント】
物質やその変化を表現したり理解したりする

上で、物質を元素記号で表すことができると理
解し、元素記号の表し方についての知識及び技
能を身に付けることは大切です。
原子記号の表し方や、化学式や化学反応式に

ついて正しく理解するためには、繰り返し学習
することが必要です。また、物質やその変化を
記述したり理解したりするために元素記号を用
いることは有効であると気付くことも大切です。

元素を記号で表すことに関
する知識及び技能が身に付
いていること

〔短答式〕 〈平均正答率〉 市川市41.2 全国44.9
〈無回答率〉 市川市10.2     全国 8.5
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【中学校理科】

科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学
習場面において、探究から生じた新たな疑問や身近な生
活との関連などに着目した振り返りを表現できること

【課題改善のポイント】
自然の事物・現象を主体的に探究す
る活動を促す上で、探究の過程を振り
返って新たな疑問をもち、探究を深め
るようにすることは大切です。
振り返りを表現することが苦手な生
徒は、まずは「最初は○○○と思って
いましたが、□□□という考えに変わ
りました」などの自己の変容に関する
記述をすることから始めるとよいで
しょう。
さらに一歩進んで、「 生じた新た

な疑問について」「 自分の考えが探
究を通じて変化したことについて」
「 身近な生活との関連について」な
どの視点を持って振り返りができるよ
うになると、主体的な学習が深まると
考えられます。

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市74.0 全国79.4
〈無回答率〉 市川市11.5  全国 9.9

１

【課題改善のポイント】
考察をより確かなものにするためには、
知識及び技能を活用して、変える条件に着
目した実験を計画する必要があります。ま
た、予想される実験の結果を適切に説明で
きるかどうかも重要です。
考察の妥当性を高めるために、計画した
観察、実験の結果から何が分かればよいの
かをはっきりさせてから観察、実験を行う
などして、科学的な探究の過程を振り返り、
探究の見通しをもたせることが大切です。
また、予想される実験の結果を適切に説明
する際には、「実験１と比較して・・・」
など、比較して関係付ける対象を明確にし
て示すようにするとよいでしょう。

知識及び技能を活用して、変
える条件に着目した実験を計
画し、予想される実験の結果
を適切に説明できること

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市10.7 全国14.0
〈無回答率〉 市川市 1.9    全国 1.9

21



【中学校理科】

大地の変化と、地層の様子やその構成物に関
する知識及び技能を関連付けて、地層の重な
り方や広がり方を推定できること

【課題改善のポイント】
「地球」を柱とする領域では、時間的・
空間的な見方を働かせて、過去に起きたと
考えられる事象を推論したり、地層の広が
り方を推定したりすることが大切です。大
地の変化に関する知識及び技能を活用して、
科学的な根拠に基づいて地層の広がりや大
地の変化について考えることで、これから
起こると考えられる事象を推定できるよう
になり、 自他の安全や生命を守ることに
つながると考えられます。
「地球」を柱とする領域は、それに関わ
る自然の事物・現象や実物に触れることが
難しい分野です。Webの活用の他、博物館
等では、ボーリングの結果や露頭（岩石や
鉱脈の一部が地表に現れているところ）の
標本を展示している施設もあることから、
このような施設を利用して実物に触れる経
験をするのもよいでしょう。

身近な電化製品の電気回路について科学的
に探究する場面において、量的・関係的な
見方を働かせて、電流、電圧、抵抗に関す
る知識及び技能を活用できること

【課題改善のポイント】
理科では、身に付けた知識及び技
能を活用し、観察、実験を行う前に、
結果がどのようになるかを予想し、
見通しをもって観察、実験を行うこ
とが大切です。
実験を行う際は、仮説を立てて科
学的に検証し、その仮説に基づいて、
得られた結果が正しいのかを考える
ことが重要です。
また、実験を行った際、予想と異
なる結果が出たときは、「実験操作
に不具合があったのか」「実験器具
の設置が正しかったのか」「予想の
通りにならない他の要因があるの
か」などを検討することで科学的探
究が深まると考えられます。

〔選択式〕 〈平均正答率〉 市川市31.9 全国34.9
〈無回答率〉 市川市 0.6   全国 0.2

〔記述式〕 〈平均正答率〉 市川市37.1 全国42.2
〈無回答率〉 市川市 4.2   全国 3.2
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